














































15 世紀後半〜 16 世紀前半、第Ⅴ層は橙褐色土と暗褐色土の
層、第Ⅵ層は暗褐色土、礫はサンゴ石灰岩で時期は 15 世紀
頃、第Ⅶ層は黒色褐色土で 14 世紀後半〜 15 世紀前半、第
Ⅷ層は微細なサンゴ礫を多量に含む砂層、第Ⅸ層は黒色土




　出土品では、先ず青磁 ( 碗 , 皿 , 盤 , 鉢 , 杯 , 壷 , 水柱 , 瓶 ,
袋物 , 香炉 ,) は、紀元前の中国が起源とされる透明感ある青
緑色の磁器であり、11 世紀以降我が国にも輸入され始めた。
我が国の青磁の製造開始が 17 世紀以降である事から、出土
品は中国から輸入されたものである。同様に白磁 ( 碗 , 小碗 ,
皿 , 杯 , 小杯 , 瓶 , 袋物 , 壺 ) も中国を起源とし、白い素地に
透明の釉をかけて高温で焼成したものであり、日本に伝来
し製造されるのは近世初期の頃であるから、これも輸入さ





褐釉陶器 ( 碗 , 袋物 ) は、中国やベトナムを起源とし、釉薬
の中で褐色になった低温焼成の土器である。
　カムイ焼 ( 壺 ) は、奄美大島などで 11 〜 14 世紀につくら
れていた陶器の名称であり貯蔵用の土器である。
　グスク土器 ( 鍋形 , 壺形 , 碗形 ) は、宮古・八重山産と伝
表 -2.　二の郭出土品表





いで青磁 18.9%、白磁 2.7%、染付 4.4%、黒釉陶器 0.2%、









二の郭 中城村の文化財第18集中城城趾史跡整備に伴う発掘調査報告書5.2016年3月 層序 Pit計 土杭 石積 階段 新設 不明 合計
表採 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10
南西地区 青磁(碗,皿,盤,鉢,杯,壷,水柱,瓶,袋物,香炉,不明) 5 67 242 0 23 0 79 353 16 55 45 23 0 9 168 0 16 1101
白磁・中国産(碗,小碗,皿,杯,小杯,瓶,袋物,器種不明,壺(ベトナム産) 3 27 74 0 6 0 3 38 2 3 4 4 0 2 29 0 2 197
染付け(碗,小碗,皿,杯,小杯,壺,瓶,袋物,噐種不明,瓶) 7 69 134 6 12 8 0 0 0 0 0 0 0 62 4 0 10 312
黒釉陶器(碗,袋物) 0 2 2 0 1 0 0 1 0 2 4 1 0 0 2 0 0 15
タイ産土器(蓋,身,不明) 0 0 3 0 3 0 0 3 0 1 0 0 0 1 0 0 0 11
中国産土器(蓋) 0 0 2 0 1 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 4
カムイ焼き(壺) 2 1 13 0 2 17 1 3 4 3 2 3 0 1 0 0 2 54
褐釉陶器(中国産,タイ産) 14 85 452 0 26 0 50 268 26 30 0 16 2 44 26 0 68 1107
グスク土器(鍋形,壺形,碗形,噐形不明) 1475 3 32 216 0 201 0 121 867 44 111 26 30 0 0 161 95 3382
銭貨(間元通貨,天聖通貨,元祐通貨,洪武通過,寛永通貨,鳩目銭,仙台通宝,嘉慶通貨,不明) 1 2 6 0 2 2 0 3 3 0 0 2 0 0 0 1 0 22
金属製品(銅製品,鉄製品) 0 4 22 0 19 47 2 81 1 4 1 1 1 0 27 0 0 210
土 0 0 3 0 0 0 0 3 0 0 0 0 0 0 0 0 0 6
骨 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1 0 0 0 0 0 1 0 3
貝 0 0 0 0 1 0 1 2 0 0 0 1 0 0 0 1 0 6
拝所 青磁(碗,皿,盤,杯,壺) 4 47 48 0 14 0 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 115
染付(碗,小鉢) 6 5 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 12
褐釉陶器(中国産) 0 12 15 1 8 1 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 39
カムイ焼き(壺) 0 1 1 0 8 2 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 3 16
グスク土器(なべ,壺,不明) 0 28 52 0 13 9 0 0 0 0 0 4 5 0 0 0 21 132
銭貨 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1
骨 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1
石器(砥石) 0 1 0 1 2 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 5
南東地区 青磁(碗,皿,盤,杯) 3 33 1 0 0 0 0 0 0 0 0 3 0 0 0 0 1 41
グスク土器(鍋型,壺型,不明) 0 94 62 24 0 0 0 0 0 0 0 13 0 0 0 0 23 216
金属製品(釘) 0 13 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 14
北東地区 青磁(壺,皿,盤,水注,香炉) 3 42 47 86 0 0 0 0 0 0 0 2 0 0 0 0 0 180
染付(碗,皿) 0 2 6 3 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 11
褐釉陶器(中国産,タイ産) 0 2 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 4
グスク土器(鍋型,壺型,噐形不明) 0 64 93 184 0 0 0 0 0 0 0 11 0 0 0 0 4 356
白磁(碗,壺,杯,小鉢) 0 2 2 5 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 9




































　その後 1606 年に薩摩藩の侵攻、1729 年に中城番所が設
置され、1853 年にマシュー・ペリー艦隊が中城城を訪れ 4
点のスケッチを残している。
























いる。本稿では、その中で、出土品数 ( 出土された破片数 )
が中城城内他発掘地点と比較し圧倒的に多いことから、二
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図 -3.　中城城のペリーによるスケッチ (注 4)
名古屋市立大学大学院芸術工学研究科紀要　芸術工学への誘い vol.25（2020）　5　■






































































　沖縄県の気象環境について、任意の 2019 年 1 月 1 日〜










　図 -5 は、1 日あたりの最大風速の 1 年間の推移を示した。
縦軸は毎秒毎の風速 (m/S) を示し、観測時刻前の 10 分間の
測定値の平均値のなかで最大値を瞬間風速としている。通
年でみると 5 〜 20m/S の風が吹き、最大値の 41.5m/S は台
風時である。那覇市は、島嶼であるため通り抜ける風が常
時吹いており台風時の建築負荷も大きい。
　図 -6 は、1 日の瞬間最大風速が 16 方位のどちらの方角か
ら吹いてくるかを日単位の出現頻度でみたものである。最
多値は北の 55 日、次いで北北東 51 日であり、季節は 10 月
〜 3 月にかけてのシベリアや中国からの寒気団南下による
北風である。次いで 5 月から 7 月頃にかけて、東、東南東、
















　中城村のパンフレット等 ( 注 11) によれば、中城城 ( 所在
地 : 沖縄県中頭群北中城大城 503) は、面積 110,473.0 ㎡、
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図 -9　一の郭建築群の配置概念図 図 -10.　中城城創造復元による配置図



















































































正殿 王を中心とする祭祀がおこなわれた聖域空間。 ○ ○ ○
北殿 摂政、三司官が重要事項を審議する場所、冊封司の接待の場所。 × × ×
奉神門・納殿 平時は薬、茶、煙草などを取り扱う。神女達が神をもてなすところ。 △ × ×
黄金御殿(クガニウドン) 王や王妃の居室。 ○ ○ ○
近習詰所 行政に関わる官人などの詰め所で番所に隣接。 ○ ○ ○
南殿 通年で日本式の行事がおこなわれた場所。薩摩の役人の接待所。 × × ×
番所 行政施設の玄関、取り次ぎ、南殿と隣接。 ○ ○ ○
鎖の間 王子らが薩摩の賓客や知人を接待したところ。 × × △
書院 王が日常政務、行祭事、冊封司の接待場所としても使われた。 ○ ○ ○
奉行詰所 官人、奉行役人などの詰め所と推定。 ○ ○ ○
二階殿 王の日常の居室や寝室。 ○ ○ ○
寄満(ユインチ) 王や家族の食事所。 ○ ○ ○
世添殿(よそえでん) 御内原を管轄し、王夫人の住居。 ○ × ×
世誇殿 王が死去した際の継承者が即位の礼を受ける。 ○ × ×
女官居室 御内原に勤める女官達の居室。 ○ ○ ○
西の当蔵 不明。 × × ×
廊下 正殿と北殿や南殿をつなぐ。 △ × ×
寝廟殿 王死去の際の霊柩安置所 △ × ×
料理座 儀式の料理や使者、官人などの饗宴の料理を調達したしところ。 △ △ ○
大台所 賓客の料理や、米、砂糖、漬物などを取り扱っていた。 ○ ○ ○
佐敷殿 王妃の諸用を扱うところ。 × × ×
銭蔵 金銭、酒、壺類などを取り扱った。 ○ ○ ○
金蔵 銭倉同様の蔵だったと推定した。 ○ ○ ○
系図座 士族の家請や王府の書類編集に関する業務をおこなう。 × × ×
用物座 中国や日本との貢物を取り扱う。 × △ ○
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　まとめると、屋根勾配は 6/10、軒高 8 尺〜 9 尺、柱間は
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尹 奎英  杉山 剛 
 
2020 年 7 月、Ｎ市のバスターミナルに設置し運用を開始したドライ型ミストシステムを対象に実測調査と
















総務省の統計資料 1)によれば、2019 年 5 月から 9 月の
間に、熱中症による救急搬送者数は全国で 7 万人を超え、













































































注 4) 沖 縄 県 中 城 村 教 育 委 員 会 : 中 城 城 整 備 基 本 計
画 ,2013,p64-p65.
注 5) 中城村教育委員会 : 中城村の文化財 18 集 , 中城城跡整
備に伴う発掘調査報告書 ,2005.
注 6) 沖縄県立埋蔵文化財センター紀要 : 沖縄埋文研究
3,2005.
注 7) 三上訓顯 : 建築史上の二つの経験 , 名古屋市立大学大学
院芸術工学研究科紀要、vol.21,2016,p3-p18.
注 8) 三上訓顯 : 沖縄県勝連城創造復元モデルに関す
る研究 , 名古屋市立大学大学院芸術工学研究科紀要、
vol.24,2019,p3-p12.
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